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1

寄
付
文
化
の
醸
成
に
向
け
て

C o n t e n t s

【
特
集
】
寄
付
と
国
立
大
学

社
会
が
支
え
る

大
学
教
育
と
研
究
。

　
国
立
大
学
に
お
い
て
は
、
特
に
、
そ
の
教
育

と
研
究
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
公
的
な
助
成

の
み
な
ら
ず
、
民
間
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
支
援

の
重
要
性
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

２
０
１
６
年
度
の
税
制
改
正
で
は
、
新
た
に
国

立
大
学
に
対
す
る
個
人
寄
付
へ
の
税
額
控
除
制

度
が
導
入
さ
れ
、
各
大
学
で
は
、
奨
学
金
支
給

や
授
業
料
免
除
、
留
学
支
援
な
ど
の
学
生
修
学

支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
寄
付
の
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
部
や
地
域
に
よ
っ
て
寄

付
金
額
の
多
寡
は
様
々
で
す
が
、
大
学
へ
の
支

援
を
得
る
た
め
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
そ
の
取
組

の
内
容
に
注
目
し
た
い
も
の
で
す
。

　
本
号
で
は
、
弘
前
大
学
に
お
け
る
自
治
体
と

地
元
企
業
の
寄
付
に
よ
る「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
」

の
育
成
を
目
的
と
す
る
基
金
の
設
立
と
、
徳
島

大
学
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

仕
組
み
を
活
用
し
た
寄
付
募
集
の
取
組
を
取
り

上
げ
ま
す
。

　
国
立
大
学
に
お
け
る
様
々
な
寄
付
促
進
の
取

組
を
通
じ
て
、
ま
た
、
国
立
大
学
が
地
域
、
産
業
、

教
育
、
社
会
な
ど
に
対
し
て
果
た
し
て
き
た
実

績
を
つ
な
げ
て
、「
大
学
へ
の
寄
付
の
文
化
」の

道
が
拓
け
て
い
け
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

奈
良
教
育
大
学
長

加
藤 

久
雄

3571113

国 大 協 T O P I C S

【
特
集
】 

寄
付
と
国
立
大
学

Episode 1

弘
前
大
学

大
学
、市
、地
元
企
業
で
特
別
基
金
を
創
設
！

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
地
域
を
考
え
る
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
を
目
指
す
。

Episode 2

徳
島
大
学

あ
な
た
は
誰
の
ど
の
研
究
を
支
援
し
た
い
？

ネ
ッ
ト
で
寄
付
者
を
募
る
新
た
な
取
組

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
。
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下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。

国立大学における寄付金収入の推移

寄付金収入における日本とアメリカの比較

（注）1ドル=120円で換算。米国については、調査対象となった機関
（博士授与大学、修士授与大学、準学士授与大学等）に限り、「Public」と「Private」で分類し集計。
（出典）日本・国立等：2014年実績　※文部科学省「平成26年度 大学等における産学連携等実施状況について」
日本・私立等：2012年度実績　※日本ファンドレイジング協会編『寄付白書2015』
米国・州立／私立等：2014年度実績　※1,042機関（州立：545、私立：497）の計 Council for Aid to Education. 　
“Survey Respondents by State Voluntary Support of Education Report for FY2014”For immediate release, 
January 28, 2015より国立大学事務局作成

（出典）文部科学省科学技術・学術政策局産学連携・地域支援課大学技術移転推進室
「大学等における産学連携等実施状況について」（各年版）及び
文部科学省提供資料より国立大学協会事務局作成

　文部科学省が実施している「大学等における産学連携等実施状況につ
いて」によれば、国立大学における寄付金収入は、ほぼ横ばいで推移し
ている。また、アメリカの大学と比較した場合、日本の寄付金収入は非
常に少ない。2016年度の寄付税制の改正により、個人から国立大学へ
の寄付の税額控除が認められた。各大学では自立した大学運営を目指し、
一層の寄付の充実を図る。

国
公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟
第
８
回
総
会
が

開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

　
11
月
９
日
に
、
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
に
お
い
て
、
国

公
立
大
学
振
興
議
員
連
盟
第
８
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
立
大
学
協
会
か
ら
は
、
永
田
副
会
長
、
髙
橋
副
会

長
ほ
か
19
名
の
学
長
が
出
席
し
、
予
算
及
び
税
制
改
正
に

関
す
る
国
大
協
総
会
決
議
並
び
に
財
政
制
度
等
審
議
会
財

政
制
度
分
科
会
に
お
け
る
財
務
省
の
指
摘
に
対
す
る
国
大

協
声
明
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大
隅
良
典

東
京
工
業
大
学
栄
誉
教
授
の
講
演
も
あ
り
、
現
在
の
研
究

環
境
が
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
「
平
成
29
年
度
予
算
に

お
け
る
国
公
立
大
学
関
係
予
算
の
拡

充
に
関
す
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
、

同
日
、
二
階
俊
博
自
民
党
幹
事
長
、

林
幹
雄
自
民
党
幹
事
長
代
理
、
三
木

亨
財
務
大
臣
政
務
官
及
び
福
田
純
一

財
務
省
主
計
局
長
に
対
し
て
同
決
議

を
提
出
し
ま
し
た
。

英
国
大
学
協
会（
U
U
K
）と
の
間
で
講
演
会
、

協
定
調
印
式
、意
見
交
換
会
を
実
施

　
　
　
　
　

　
国
立
大
学
協
会
は
、
10
月
28
日
に
、
英
国
大
学
協
会
の

D
am
e Julia Goodfellow

会
長
に
よ
る
講
演
会
「
英
国

の
高
等
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
国

立
大
学
を
中
心
と
す
る
日
本
の
高
等
教
育
関
係
者
や
駐
日

英
国
機
関
関
係
者
な
ど
約
１
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
、
質

疑
応
答
も
大
変
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
両
協
会
間
で
協
定
調

印
式
を
執
り
行
い
、
里
見
会
長
及

びGoodfellow

会
長
が
覚
書
に

調
印
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
英
国

大
学
協
会
、
駐
日
英
国
大
使
館
、

ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
と

の
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
日
英

の
高
等
教
育
や
今
後
の
協
力
関
係

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
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弘前大学
Episode 1

【特集】寄付と国立大学── 弘前大学

【特集】 寄付と国立大学
大学、市、地元企業で特別基金を創設！
グローバルな視点で地域を考える
グローカル人材育成を目指す。

　

地
域
か
ら
の
寄
付
を
地
域
に
役
立
つ
人
材
の
育
成

に
充
て
る
と
い
う
分
か
り
や
す
い
基
金
の
目
的
が
、

寄
付
へ
の
賛
同
を
得
や
す
い
の
だ
と
い
う
。

　

同
大
学
で
は
、
こ
の
「
学
都
ひ
ろ
さ
き
未
来
基
金
」

を
財
源
に
、
３
つ
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
１
つ

は
「
学
生
市
民
等
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
同
大
学
教
員

の
指
導
の
も
と
、
学
生
と
市
民
・
企
業
人
が
一
体
と

な
り
海
外
研
修
・
調
査
を
行
う
も
の
で
、
２
０
１
５

年
度
は
８
カ
国
で
学
生
72
名
、
教
員
22
名
、
市
民
27

名
が
参
加
。
も
う
１
つ
は「
学
生
海
外
P
B
L（
問

題
解
決
型
学
習
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
留
学
先
の
学
生

と
連
携
し
て
共
通
す
る
課
題
の
解
決
策
を
学
生
自
ら

探
る
も
の
で
、
２
０
１
５
年
度
は
５
カ
国
で
学
生
64

名
、
教
員
10
名
が
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の

海
外
研
修
で
得
た
成
果
を
基
に
、
地
域
の
活
性
化
を

考
え
る
「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」
を
実
施
。

各
事
業
の
取
組
成
果
を
地
元
企
業
や
市
民
に
発
表
し
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
情
報
を
提

案
・
発
信
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
事
業
に
も
共
通
す
る
目
的
は
、
地
域
の

課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
解
決
で
き
る
“
グ
ロ
ー

カ
ル
”
な
人
材
の
育
成
だ
。
中
村
勝
之
国
際
連
携
本

部
調
整
役
は
、
学
生
自
身
が
事
業
計
画
を
立
て
、
課

題
と
そ
の
解
決
策
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
律
性

と
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
が
養
わ
れ
る
と
説
明
す
る
。

　
「
学
生
市
民
等
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
例
と
し
て
、

り
ん
ご
の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
テ
ス
ト
販
売
事
業
を

台
湾
で
実
施
し
ま
し
た
。
青
森
県
が
全
国
一
を
誇
る

り
ん
ご
の
輸
出
に
は
、
農
家
だ
け
で
は
な
く
、
銀
行

や
農
協
、
市
な
ど
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
職
種
が
関
わ
り
、

地
方
経
済
と
海
外
が
直
接
結
び
つ
い
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。
地
方
で
あ
っ
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

を
持
っ
た
人
材
が
必
要
と
い
う
認
識
が
市
や
企
業
に

も
共
通
し
て
あ
る
た
め
、
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成

が
基
金
事
業
の
重
要
な
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
に
語
る
佐
藤
学
長
は
、
短
期
間
で
も
、

学
生
が
海
外
渡
航
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
海
外
が
特

別
で
な
い
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に

多
様
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

農
業
分
野
以
外
に
も
、
地
熱
開
発
、
農
村
交
流
、

文
化
振
興
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、ベ
ト

ナ
ム
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、ア
メ
リ
カ
、韓
国
な
ど
、
世

界
各
地
で
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
企
業

の
商
品
開
発
や
、
学
生
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
、就
職

先
に
も
つ
な
が
り
、
成
果
が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　

２
０
１
４
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
基
金
事
業

へ
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
学
部
か
ら
企
画
の
応
募
が
集
ま

る
。
学
内
で
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
政
策
課

題
を
意
識
し
た
も
の
や
学
部
複
合
型
の
事
業
を
重
視

し
て
い
る
と
い
う
。

　
「
各
事
業
の
研
修
内
容
を
報
告
す
る
年
１
回
の
成
果

発
表
会
に
は
、
寄
付
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
企
業
の
方
々

や
市
民
の
皆
さ
ん
が
多
数
お
い
で
に
な
り
、
学
生
を

交
え
た
交
流
会
で
は
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

必
ず
し
も
協
賛
企
業
と
採
択
さ
れ
る
事
業
内
容
が
合

致
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、地
域
の
た
め
の
人

材
育
成
と
い
う
こ
と
で
、
不
満
の
声
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」

　

社
会
連
携
担
当
理
事
で
あ
る
大
河
原
隆
副
学
長
は

こ
う
語
り
、
地
元
企
業
と
大
学
の
相
互
理
解
が
進
ん

で
い
る
と
話
す
。
学
生
が
県
内
の
優
良
企
業
を
知
る

機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
県
内
の
就
職
希
望
者
は
確

実
に
増
え
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
実
績
を
出
し
て

い
き
た
い
と
意
気
込
む
。

　

様
々
な
取
組
に
よ
り
地
域
の
た
め
の
教
育
研
究
を

推
進
す
る
同
大
学
で
あ
る
が
、
地
域
貢
献
型
の
志
向

は
当
初
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
と
佐
藤
学
長
は
語
る
。

　
「
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
地
域
へ
の
高
等
教
育
機

会
の
確
保
や
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
研
究
推
進
は
当
然

で
す
が
、
こ
の
地
域
に
根
差
し
た
教
育
研
究
が
で
き

る
の
は
、
私
た
ち
の
大
学
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
の
た
め
の
教
育
研
究
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、

大
学
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
非
常
に
尊
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
学
都
ひ
ろ
さ
き
未
来
基
金
』

に
は
、
大
学
か
ら
も
予
算
を
出
し
て
い
ま
す
。
大
学

の
財
政
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
人
材

育
成
は
本
来
国
立
大
学
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
そ
こ
に
弘
前
市
や
商
工
会
議
所
が
賛
同
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
特
別
な
基
金
と
し
て
、
大
切
に
運
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

　
“
世
界
に
発
信
し
、
地
域
と
と
も
に
創
造
す
る
弘
前

大
学
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
か
ら
世
界
を
視
野
に

入
れ
た
研
究
成
果
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す

弘
前
大
学
。
２
０
１
８
年
度
ま
で
の
５
年
計
画
で
始

ま
っ
た
こ
の
基
金
に
手
ご
た
え
を
感
じ
、
そ
の
先
の

検
討
も
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
た
と
え
基
金
と
い

う
形
で
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
大
学
と
し
て
柱
と

す
べ
き
取
組
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
、
と
佐
藤
学
長

は
力
を
込
め
て
語
る
。
新
し
い
基
金
の
在
り
方
に
先

鞭
を
つ
け
た
同
大
学
の
動
き
に
注
目
し
た
い
。

地
域
か
ら
の
寄
付
を
地
域
に
役
立
て
る

「
学
都
ひ
ろ
さ
き
未
来
基
金
」

地
域
に
根
差
し
た
大
学
だ
か
ら
で
き
る

教
育
研
究
に
よ
る
地
域
貢
献

地
域
課
題
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
考
え
る

グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
育
成
事
業

　

国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
の
減
額
を
背
景
に
、
国

立
大
学
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
に
力
を
注
い
で
い

る
。
個
人
・
法
人
か
ら
の
寄
付
募
集
の
取
組
も
そ
の

１
つ
で
あ
り
、
寄
付
金
を
大
学
基
金
と
し
て
管
理
・

運
用
し
、
大
学
の
裁
量
で
様
々
な
教
育
研
究
活
動
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
原
資
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。

　

青
森
県
に
お
け
る
唯
一
の
国
立
大
学
で
あ
る
弘
前

大
学
に
お
い
て
も
、「
弘
前
大
学
基
金
」
を
創
設
し
、

各
方
面
へ
寄
付
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
一
方
で
、
そ

れ
と
は
別
に
、「
学
都
ひ
ろ
さ
き
未
来
基
金
」
と
名
を

冠
し
た
基
金
を
設
立
し
た
と
い
う
。
な
ぜ
大
学
基
金

と
は
別
に
基
金
を
立
ち
上
げ
た
の
か
、
佐
藤
敬
学
長

に
話
を
伺
っ
た
。

　
「『
学
都
ひ
ろ
さ
き
未
来
基
金
』
は
、
地
域
人
材
の

育
成
に
役
立
て
る
基
金
と
し
て
、
弘
前
大
学
と
弘
前

市
、
弘
前
商
工
会
議
所
の
３
者
で
設
立
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
弘
前
大
学
基
金
も
地
域
人
材
の
育
成
に

活
用
し
ま
す
が
、
地
域
と
協
働
し
て
事
業
を
行
う
と

い
う
目
的
を
明
確
に
打
ち
出
す
た
め
に
、
単
独
の
基

金
と
し
ま
し
た
」

　

基
金
の
半
分
を
大
学
が
拠
出
し
、
残
り
の
半
分
を

弘
前
市
の
予
算
と
、
商
工
会
議
所
の
会
員
企
業
か
ら

提
供
し
て
も
ら
う
。

　
「
18
万
人
の
弘
前
市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
重
要

で
し
た
が
、市
長
も『
学
都
』と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
り
、

地
域
に
お
け
る
大
学
の
存
在
を
重
視
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
大
学
の
経
営
協
議
会
委
員
で
あ
る
商
工

会
議
所
会
頭
も
積
極
的
に
会
員
企
業
へ
呼
び
か
け
て

く
だ
さ
り
、
安
定
的
に
支
援
を
い
た
だ
け
て
い
ま
す
」

佐藤 敬 （さとう けい）
（弘前大学長）
弘前大学大学院医学研究科修
了。同大学医学部附属脳神経
疾患研究施設の助教授、教授、
医学部長、同大学院医学研究
科長、被ばく医療総合研究所
長などを経て、2012年より
弘前大学長に就任。

中村 勝之 
（なかむら かつゆき）
（国際連携本部 調整役）
弘前大学学務部教務企画
係長、保健学研究科事務
長などを務め現在、国際
連携本部の調整役として
学都ひろさき未来基金を
担当。

大河原 隆 
（おおかわら たかし）
（社会連携担当理事・副学長）
青森県商工政策課長、商
工観光労働部次長、中小
企 業 団 体 中 央 会 副 会 長
兼専務理事などを務め、
2010年より弘前大学理
事・副学長。

弘前市

弘前大学

弘前
商工会議所

学都ひろさき
未来基金

グローカル
人材育成
推進事業

学生市民等
協働

プログラム

学生海外
PBL

プログラム

4 3



徳島大学
Episode 2

【特集】寄付と国立大学── 徳島大学

【特集】 寄付と国立大学
あなたは誰のどの研究を支援したい？
ネットで寄付者を募る新たな取組
クラウドファンディング。

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
幅
広
い
支
援
を
呼
び

か
け
る
た
め
、
徳
島
大
学
は
10
月
に
「
一
般
社
団
法

人
大
学
支
援
機
構
」（https://universityhub.

or.jp

）
を
設
立
。
他
の
大
学
や
一
般
市
民
も
利
用
で

き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
選
定
を
担
当
す
る
織
田
聡
研
究
支
援
・

産
学
官
連
携
セ
ン
タ
ー
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
増
や
す
た
め
、
面
白
そ
う

な
研
究
を
し
て
い
る
教
員
に
個
別
に
ア
プ
ロ
ー
チ
も

し
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
組
が
学

内
外
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
積
極
的
な
参
加

が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
て
審
査
を
通
過
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
イ
ト
「
お
つ
く
る
」

（https://otsucle.jp

）
に
掲
載
さ
れ
る
。
サ
イ
ト

名
に
は
、
大
学
が
研
究
・
教
育
・
社
会
貢
献
に
よ
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
た
な
学
び
、
よ
り
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
な
ど
の
未
来
“
を
つ
く
る
”
と
い
う
意
を

込
め
た
と
い
う
。
サ
イ
ト
で
は
、
支
援
を
受
け
た
い

研
究
者
な
ど
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
登
録
で
き
る
ほ
か
、

寄
付
者
が
支
援
を
し
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
索
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
何
に
い
く
ら
お
金
が
使

わ
れ
る
の
か
細
か
く
掲
載
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

紹
介
す
る
動
画
と
と
も
に
、
研
究
者
の
生
の
声
を
届

け
、
支
援
者
の
共
感
を
得
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
。

野
地
学
長
は
、
日
本
国
内
か
ら
の
寄
付
だ
け
で
な
く
、

い
ず
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
世
界
中
の

人
か
ら
資
金
が
集
ま
る
よ
う
に
し
た
い
と
語
る
。　

　
「
大
学
が
取
り
組
む
事
業
は
、
い
ず
れ
も
国
際
的
な

課
題
解
決
を
目
指
す
も
の
で
す
。
食
料
問
題
な
ど
は
、

ア
メ
リ
カ
の
方
が
日
本
よ
り
も
意
識
が
高
く
、
支
援

を
受
け
や
す
い
。
取
組
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

よ
う
サ
イ
ト
の
整
備
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

ま
た
、
野
地
学
長
は
、
他
の
大
学
や
一
般
市
民
に

呼
び
か
け
、
大
学
へ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
文
化
と
し
て
日
本
に
定
着
さ
せ
た
い
と
語
る
。

　
「
外
部
か
ら
研
究
開
発
を
請
け
負
っ
た
り
、
大
学
で

育
成
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
起
業
資
金
に
充
て
た

り
、
こ
の
サ
イ
ト
は
様
々
な
外
部
資
金
の
獲
得
に
役

立
て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
運
営
す
る
法
人

名
も
、
当
初
は
『
徳
島
大
学
支
援
機
構
』
と
考
え
て

い
た
も
の
の
、
同
じ
よ
う
に
財
源
確
保
に
悩
む
全
国

の
大
学
と
と
も
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
て
『
大

学
支
援
機
構
』
と
し
ま
し
た
」

　

11
月
1
日
か
ら
サ
イ
ト
を
正
式
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

11
月
17
日
時
点
で
支
援
者
が
50
人
を
突
破
し
た
。

　

サ
イ
ト
を
利
用
し
て
、
研
究
者
個
人
が
学
会
や
一

般
市
民
に
寄
付
を
呼
び
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
一
方
で
、
寄
付
を
受
け
る
側
に
は
説
明
責
任

が
伴
う
と
、
大
学
支
援
機
構
の
代
表
理
事
に
就
任
し

た
佐
野
正
孝
学
長
補
佐
は
語
る
。

　
「
我
々
が
取
り
組
む
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

購
入
型
と
寄
付
型
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は

寄
付
金
額
に
応
じ
た
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
、
後
者
は
、
そ
の
よ
う
な
返
礼
が
な
く

所
得
控
除
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
」

　

返
礼
と
し
て
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
研
究
レ
ポ
ー

ト
の
提
供
や
研
究
報
告
会
へ
の
参
加
、
論
文
へ
の
氏

名
掲
載
な
ど
、
寄
付
を
受
け
る
側
が
自
由
に
設
定

で
き
る
。
寄
付
者
に
と
っ
て
は
、
魅
力
的
な
返
礼
も

選
ぶ
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
し
か
し
、
医
薬
品
の

研
究
な
ど
の
テ
ー
マ
は
、
病
気
の
患
者
か
ら
の
期
待

は
大
き
い
が
、
す
ぐ
に
成
果
が
出
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
も
そ
も
研
究
と
は
必
ず
成
功
す
る
も
の
で
は
な
く
、

当
初
の
目
的
が
達
成
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。
そ
の

点
に
つ
い
て
は
、
報
告
義
務
を
き
ち
ん
と
果
た
し
て

い
く
こ
と
で
寄
付
者
の
理
解
を
得
た
い
と
話
す
。

　

国
か
ら
の
一
律
的
な
補
助
金
の
配
分
が
減
り
、
競

争
的
資
金
へ
の
切
り
替
え
が
進
み
続
け
、
国
立
大
学

で
も
、
成
果
が
明
確
で
あ
り
経
済
的
な
価
値
が
期
待

さ
れ
る
研
究
が
「
役
に
立
つ
研
究
」
と
し
て
注
目
さ

れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
２
０
１
６
年
の
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
隅
良
典
東
京

工
業
大
学
栄
誉
教
授
の
よ
う
に
、
成
果
が
出
る
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
基
礎
研
究
を
追
究
し
た
結
果
、
大

き
な
発
見
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る
。

　
「
国
か
ら
の
運
営
費
交
付
金
が
減
り
続
け
て
い
る
た

め
、
若
い
研
究
者
の
採
用
、
研
究
費
の
配
分
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
競
争
的
資
金
で
あ
る
科
研
費
の

採
択
率
は
約
25
％
で
、
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
約
75
％

の
研
究
者
は
、
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
現
状
を
何
と
か
す
る
た
め
に
、

若
い
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
ア
イ
デ
ィ
ア
や
努
力
次

第
で
研
究
を
支
援
し
て
も
ら
え
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
、
大
学
が
整
え
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
野
地
学
長
。

　

ア
ジ
ア
の
諸
国
は
、
多
額
の
国
費
を
大
学
に
投
入

し
、
若
い
研
究
者
が
確
実
に
力
を
つ
け
て
き
て
い
る
。

次
世
代
の
研
究
者
の
た
め
、大
学
支
援
機
構
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

多
く
の
一
般
市
民
か
ら
小
口
寄
付
を
募
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始

寄
付
者
の
共
感
を
生
む
サ
イ
ト
で

大
学
や
社
会
に
寄
付
文
化
を
つ
く
る

結
果
が
見
え
な
い
挑
戦
を
応
援
す
る

若
手
研
究
者
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　

２
０
０
４
年
に
法
人
化
し
た
国
立
大
学
。
各
大
学

に
お
け
る
運
営
の
自
由
度
が
増
し
た
一
方
で
、
財
政

面
で
は
自
助
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

４
月
に
徳
島
大
学
長
に
就
任
し
た
野
地
澄
晴
学
長

は
、
予
算
を
削
る
ば
か
り
の
大
学
の
経
営
努
力
に
限

界
を
感
じ
、
収
入
を
増
や
す
新
た
な
方
法
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
寄
付
集
め
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
組
を
始
め
た
。

　
「
ク
ラ
ウ
ド
、と
は
群
衆
を
意
味
し
ま
す
が
、社
会
の

皆
さ
ん
に
大
学
の
研
究
や
教
育
内
容
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
少
額
で
も
多
く
の
方
々

に
寄
付
い
た
だ
く
方
法
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
な

ど
で
は
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
日
本

で
機
能
す
る
か
試
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

国
内
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
扱
う
会
社

の
中
で
、
研
究
に
特
化
し
た
ア
カ
デ
ミ
ス
ト
社
の
協

力
を
得
て
、
実
験
的
に
試
行
。
学
内
公
募
に
よ
り
、

フ
タ
ホ
シ
コ
オ
ロ
ギ
の
食
用
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
宇

宙
の
星
形
成
プ
ロ
セ
ス
研
究
、
統
合
失
調
症
解
明
を

目
指
す
タ
ン
パ
ク
質
研
究
、
カ
イ
コ
に
よ
る
遺
伝
病

解
明
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
４
案
が

採
択
さ
れ
、
結
果
は
全
て
目
標
額
を
達
成
。
十
分
な

手
応
え
を
感
じ
た
と
い
う
。

　
「
我
々
の
研
究
を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
、
理
解
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
支
援
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
逆
に
、
社
会
の
皆
さ
ん
に
大
学
の
研

究
を
知
っ
て
い
た
だ
く
努
力
を
も
っ
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
」

　

研
究
以
外
に
も
教
育
や
社
会
貢
献
に
役
立
て
る
資

金
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
の
資
金
な
ど
、
ク
ラ

野地 澄晴（のじ すみはれ）
（徳島大学長）
広島大学大学院理学研究科博士
課程修了。岡山大学歯学部助手、
医学部講師を経て徳島大学工学
部教授。同大学理事・副学長を務
め、2016年学長に就任。学部
新体制を組む大学運営に尽力す
る。

佐野 正孝（さの まさたか）
（学長補佐／一般社団法人 
大学支援機構代表理事）
大阪大学工学部造船学科
卒業。徳島大学理事・副学
長、とくしま産業振興機構
副理事長を経て、2016年
より学長補佐として運営を
サポート。

織田 聡（おりた さとし）
（副理事／研究支援・産官
学連携センター長）
大阪大学大学院医学研究科
修士課程修了。塩野義製薬
（株）創薬研究所を経て、徳
島大学大学院理工学研究部
教授。副理事／研究支援・産
官学連携センター長を兼任。

フタホシコオロギ食用化
プロジェクト！

目標金額
500,000 円
支援総額
592,600円

達成率
118％

宇宙における星形成史を
辿ってみたい！

目標金額
800,000 円
支援総額
4,594,520円

達成率
574％

統合失調症の鍵を握る
タンパク質の構造に迫る！

目標金額
350,000 円
支援総額
426,600円

達成率
121％

組み換えカイコで「リソソーム病」の
治療薬を作りたい！

目標金額
1,000,000 円
支援総額
1,219,540円

達成率
121％
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広
く
政
治
経
済
、
社
会
文
化
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
知
識

の
増
進
を
図
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
会
員

同
士
の
親
睦
や
知
識
の
増
進
は
当
然
で
す

が
、
大
学
の
発
展
や
広
く
政
治
経
済
、
社
会

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
い
う
非
常
に

高
邁
で
先
進
的
な
目
的
を
持
っ
て
設
立
さ

れ
て
い
る
の
は
、
と
て
も
意
義
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
の
特
色
は
大
学
が
比
較
的
小

規
模
な
た
め
、
卒
業
後
も
国
内
外
の
支
部
や

年
次
別
の
集
ま
り
、
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ス
、
ク
ラ

ブ
の
集
ま
り
な
ど
、
如
水
会
自
体
が
い
く
つ

も
の
切
り
口
で
親
し
い
関
係
を
継
続
し
て

い
て
、
非
常
に
結
束
が
強
い
こ
と
で
す
。
そ

し
て
ど
の
集
ま
り
で
も
母
校
を
支
援
し
た

い
と
い
う
熱
い
気
持
ち
を
持
っ
た
会
員
が

た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

蓼
沼
：
定
款
の
中
に
本
学
へ
の
支
援
を
明
記

し
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
す
。
我
々
大
学
と
し
て
も
日
頃
会
員

の
方
々
の
結
束
の
強
さ
と
母
校
へ
の
愛
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は

今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
学
生
数
が
１

学
年
で
約
１
０
０
０
人
と
い
う
小
規
模
な

大
学
で
、
伝
統
の
少
人
数
ゼ
ミ
制
で
教
員

と
学
生
、
学
生
同
士
の
距
離
が
非
常
に
近

く
、
ま
た
４
つ
の
全
て
の
学
部
の
垣
根
が
低

く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
じ
場
所
に
あ
り
一
体

感
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
我
々
も
そ
う

し
た
伝
統
や
特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
支
援
い
た
だ
け
る
よ
う
な
大
学
づ
く

り
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蓼
沼
：
次
に
募
金
活
動
に
つ
い
て
、
本
学
は

２
０
０
４
年
の
法
人
化
に
伴
い
「
一
橋
大
学

基
金
」
を
創
設
し
、
２
０
０
６
年
に
は
「
渉

外
本
部
」
と
「
一
橋
大
学
基
金
運
営
委
員

会
」
を
設
置
し
て
募
金
活
動
の
組
織
体
制
を

整
え
ま
し
た
。
こ
れ
と
連
動
し
た
如
水
会
の

動
き
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岡
本
：
如
水
会
も
大
学
の
動
き
と
連
携
し

て
、
募
金
活
動
や
企
画
立
案
を
行
う
目
的

で
、２
０
０
６
年
に「
一
橋
大
学
基
金
募
金
支

援
会
」
を
設
置
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
は

２
０
０
人
も
の
会
員
が
委
員
と
し
て
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
１
つ
を
見
て

も
、
一
橋
大
学
の
卒
業
生
が
社
会
で
様
々
な

仕
事
を
し
な
が
ら
も
、
愛
校
心
を
強
く
持
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

蓼
沼
：
大
学
で
は
目
標
額
１
０
０
億
円
と

し
て
、
第
Ⅰ
期
の
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

２
０
０
７
年
か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
、
第
Ⅱ

期
を
２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で

行
い
、
３
万
人
を
超
え
る
如
水
会
員
に
寄
付

を
お
願
い
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
印
象
を
お
持
ち
で
す
か
。

岡
本
：
会
員
か
ら
の
寄
付
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
ご
家
族
の
方
か
ら
も
多
大
な
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。ま
た
１
度
だ
け
で
は
な
く
、何
度
も

寄
付
を
行
う
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

る
。そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
か
ら
の
篤
志
は
理

事
長
で
あ
る
私
と
し
て
も
大
変
心
強
い
で

す
し
、ま
た
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

蓼
沼
：
そ
う
で
す
ね
。
卒
業
生
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
、
ご
遺
族
の
方
か
ら
も
支
援
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
大
学
と
し
て
も
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
本
学
は
企
業
や
団
体
な

ど
へ
の
働
き
か
け
も
多
数
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
活
動
で
も
如
水
会
の
人
脈

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
と
て
も
有
効
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

岡
本
：
一
橋
大
学
の
卒
業
生
の
多
く
は
企

業
、
団
体
、
社
会
の
様
々
な
分
野
の
第
一
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
が

色
々
な
形
で
縦
・
横
・
斜
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
力
と
い

う
の
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
私
も
会
社
に
入
っ
た
時
、
如
水
会

の
先
輩
方
が
い
て
、
色
々
な
機
会
で
助
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
強
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
が
こ
れ

か
ら
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
な
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。

蓼
沼
：
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
は
奨

学
金
事
業
、
教
育
・
研
究
の
環
境
整
備
事
業
、

寄
付
講
義
や
共
同
研
究
と
い
っ
た
産
学
官

連
携
事
業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
最
近
の
如
水
会
か
ら
の
ご
寄
付

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岡
本
：
直
近
で
は
今
年
の
熊
本
地
震
で
被
災

さ
れ
た
学
生
さ
ん
へ
の
支
援
一
時
金
に
、
東

日
本
大
震
災
の
時
と
同
様
に
寄
付
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
違
う
種
類
の
貢
献
例
と
し
て

は
、
如
水
会
が
一
昨
年
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
の
を
機
に
、
国
立
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る

階
段
教
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
よ
う
と
、寄

付
を
募
り
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
古
い
建
物
が
、
最
新
鋭
の
設
備
を
整
え

た「
如
水
会
百
周
年
記
念
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
ホ
ー
ル
」に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
う
し
た
こ
と
で
大
学
へ
貢
献
で
き
た
の
も

我
々
と
し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
し
、嬉
し

く
思
っ
て
い
る
こ
と
の
１
つ
で
す
。

蓼
沼
：
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ホ
ー
ル
は
様
々

な
講
演
会
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
本
学
の
重
要
な
取
組
と
し
て
、

１
９
８
７
年
に
如
水
会
の
寄
付
で
、
海
外
の

交
流
協
定
校
に
留
学
す
る
学
生
の
た
め
の

「
如
水
会
海
外
留
学
奨
学
金
」
が
創
設
さ
れ
、

以
降
30
年
に
わ
た
り
「
一
橋
大
学
海
外
派
遣

留
学
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
厳
正
な

選
抜
試
験
を
通
っ
た
学
生
に
渡
航
費
用
と

１
年
間
の
滞
在
費
を
支
給
す
る
も
の
で
、本

年
度
は
１
学
年
全
体
の
１
割
以
上
に
あ
た

る
約
１
１
０
人
の
学
生
が
留
学
す
る
予
定
で

す
。如
水
会
の
援
助
で
始
ま
っ
た
こ
の
制
度

に
つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

岡
本
：
一
橋
大
学
は
非
常
に
早
い
時
期
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

ま
す
よ
ね
。
如
水
会
も
そ
れ
に
賛
同
し
、
積

極
的
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
他
の
大
学
に

卒
業
生
、
家
族
、
遺
族
が

大
学
基
金
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

大
学
の
教
育
・
研
究
を
支
え
る

奨
学
金
制
度
や
寄
付
講
座
、

産
学
官
連
携
事
業

大学と同窓会の連携による財源確保で
世界を支える知的人材の育成を目指す。

蓼
沼 

宏
一

岡
本 

毅

﹇
対
談
﹈

如
水
会
理
事
長

東
京
ガ
ス
取
締
役
会
長

一
橋
大
学
長

財政基盤強化に向け、国立大学における寄付活動が全国的に推進
される中、一橋大学とその同窓会である如水会は、百余年の長い
歴史を互いに支え合いながら、強い絆と信頼関係を築いてきた。
母校への様々な支援を続ける如水会の岡本毅理事長に、一橋大学
の蓼沼宏一学長が、同窓会の姿勢や寄付活動、大学との関係強化
に向けた取組などをお伺いし、今後の大学の在り方と未来に向け
たさらなる連携を再確認する。

広
く
社
会
へ
の
貢
献
を
掲
げ
、

強
い
結
束
力
と
母
校
へ
の
愛
で

大
学
を
支
え
る
同
窓
会
組
織

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
如
水
会
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
：
そ
も
そ
も
一
橋
大
学
は
明
治
の
初

め
１
８
７
５
年
に「
商
法
講
習
所
」と
し
て
設

立
さ
れ
、１
９
２
０
年
に
日
本
初
の
官
立
単

科
大
学「
東
京
商
科
大
学
」と
な
る
わ
け
で
す

が
、
同
窓
会
組
織
は
１
８
８
９
年
と
い
う
非

常
に
早
い
時
期
に「
校
友
会
」と
し
て
始
ま
り
、

１
９
１
４
年
に「
如
水
会
」と
い
う
名
で
正
式

に
ス
タ
ー
ト
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

名
付
け
親
は
渋
沢
栄
一
で
、「
君
子
の
交
わ

り
淡
き
こ
と
水
の
如
し
」
と
い
う
荘
子
の
有

名
な
一
節
に
よ
る
と
さ
れ
、
今
年
で
１
０
２

年
の
歴
史
を
持
つ
卒
業
生
の
団
体
で
す
。

　

卒
業
生
の
入
会
率
は
７
割
を
超
え
て
い

ま
す
。
ま
た
必
ず
し
も
若
い
人
の
入
会
率
が

低
い
と
か
高
年
齢
の
方
が
高
い
と
か
い
う

一
定
の
傾
向
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
会
員
を
増
や
す
た
め
色
々
工
夫
を

し
て
い
ま
す
。
会
員
獲
得
に
有
効
な
方
法

は
、
入
学
時
に
一
括
払
い
で
終
身
会
員
又
は

32
歳
ま
で
の
継
続
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
他
に
も
卒
業
式
や
、
留
学
生

の
壮
行
会
、
学
園
祭
な
ど
の
大
学
行
事
に
参

加
し
た
り
、
卒
業
生
向
け
に
会
合
を
開
い
た

り
、
如
水
会
の
良
さ
を
伝
え
る
努
力
を
重
ね

て
い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
、
大
学
は
戦
争
も
含
め

て
災
害
や
学
制
改
革
に
伴
う
色
々
な
困
難

に
直
面
し
て
き
ま
し
た
が
、
如
水
会
は
そ
の

都
度
、
大
学
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
我
々

の
事
業
の
目
的
は
定
款
に
あ
る
と
お
り
、
一

橋
大
学
の
目
標
と
使
命
の
達
成
に
協
力
し
、

蓼
沼
：
本
日
の
テ
ー
マ
は「
寄
付
」で
す
が
、

如
水
会
は
一
橋
大
学
が
教
育
研
究
、
財
政
基

盤
強
化
の
た
め
の
寄
付
を
募
っ
て
い
く
上

で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。一
橋
大
学
の
同
窓
会
組
織
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
面
で
強
力
な
支
援
を

撮影：鈴木理策
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そ
し
て
東
京
ガ
ス
の
会
長
、
経
団
連
の
副
会

長
も
務
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
そ
う

し
た
お
立
場
か
ら
大
学
、
特
に
人
文
・
社
会

科
学
系
大
学
の
役
割
に
つ
い
て
は
ど
う
い

う
ご
意
見
を
お
持
ち
で
す
か
。

岡
本
：
人
文
・
社
会
科
学
系
大
学
の
意
義
に

つ
い
て
は
、
経
団
連
を
始
め
、
産
業
界
も
十

分
に
理
解
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
昨
年
９

月
に
経
団
連
が
表
明
し
た
「
国
立
大
学
改
革

に
関
す
る
考
え
方
」
で
も
、
地
球
的
規
模
の

課
題
を
分
野
横
断
型
の
発
想
で
解
決
で
き

る
人
材
を
育
て
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
全
て

の
学
生
が
人
文
・
社
会
科
学
を
含
む
幅
広
い

分
野
の
科
目
を
学
ぶ
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
外
は
ま
さ
に
激
動
と
い
う
時
代
の

真
っ
只
中
に
あ
る
わ
け
で
す
が
、
我
々
が

国
、
組
織
、
個
人
と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動

し
て
い
く
べ
き
か
、
そ
の
規
範
を
ど
こ
に
求

め
る
の
か
。
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
人
文
・

社
会
科
学
の
専
門
的
な
学
問
研
究
、
そ
れ
を

核
と
し
て
の
幅
広
い
教
養
、
さ
ら
に
自
ら
考

え
、
発
信
す
る
力
が
不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
人
文
・
社
会
科
学
系
大

学
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

蓼
沼
：
私
も
社
会
科
学
を
研
究
し
て
き
た
立

場
と
し
て
、
社
会
科
学
は
社
会
現
象
を
解
明

す
る
だ
け
で
な
く
、
常
に
社
会
的
な
利
益
や

後
世
へ
の
貢
献
を
目
指
す
学
問
、
つ
ま
り
社

会
に
光
と
と
も
に
実
り
を
も
た
ら
す
学
問

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
の
実
学

の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研
究
と
人
材

で
し
ょ
う
か
。

蓼
沼
：
こ
れ
か
ら
本
学
も
財
政
基
盤
の
強
化

と
し
て
「
一
橋
大
学
基
金
」
の
中
で
も
長
期

的
な
フ
ァ
ン
ド
と
な
る
、
使
途
を
特
定
し
な

い
で
広
く
大
学
の
教
育
研
究
の
財
源
と
な

る
一
般
（
基
盤
事
業
）
寄
付
金
を
増
や
し
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
海
外
の

有
力
大
学
は
、
フ
ァ
ン
ド
を
運
用
す
る
こ
と

で
毎
年
の
教
育
研
究
資
金
を
得
て
い
ま
す

が
、
日
本
の
大
学
は
ほ
ど
遠
い
状
況
で
す
。

そ
れ
で
も
、
長
期
的
に
は
フ
ァ
ン
ド
の
運

用
に
よ
り
財
政
基
盤
の
一
翼
を
担
え
る
よ

先
駆
け
て
始
ま
っ
た
「
一
橋
大
学
海
外
派
遣

留
学
制
度
」
は
留
学
を
通
じ
て
多
種
多
様
な

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
と
触

れ
合
う
非
常
に
良
い
機
会
で
す
。
世
界
を
舞

台
に
活
躍
で
き
る
質
の
高
い
人
材
の
育
成

に
向
け
、
こ
う
し
た
充
実
し
た
留
学
制
度
を

継
続
す
る
べ
く
、
如
水
会
と
し
て
今
後
も
支

援
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蓼
沼
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学
で

は
他
に
も
「
一
橋
大
学
基
金
」を
通
じ
て
産
学

官
連
携
推
進
の
た
め
の
企
業
・
団
体
か
ら
の

寄
付
講
座
・
共
同
研
究
な
ど
も
多
数
実
施
し

て
き
ま
し
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
企
業
か

ら
の
寄
付
を
も
と
に「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
後
、新
た
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
向
け
た
提
言
を
行
う
事
業
で
す
。

東
京
ガ
ス
会
長
と
い
う
お
立
場
か
ら
、こ
の

事
業
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
え
ま
す
か
。

岡
本
：
東
日
本
大
震
災
は
我
が
国
に
非
常
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
こ
う
し
た

未
曾
有
の
事
態
の
中
で
、
一
橋
大
学
は
社
会

科
学
系
の
研
究
総
合
大
学
と
し
て
、
経
済
政

策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
多
方

面
に
渡
る
分
野
の
知
見
を
生
か
し
て
、
日

本
、
世
界
に
向
け
て
研
究
成
果
を
発
信
し
て

い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
姿
は
ま
さ
し
く
実
学
を

貫
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
も
そ
も
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
現
実
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
、
そ
の
上
で
社
会
科
学
の
英
知
を
結
集

し
、
構
築
し
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
「
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
世
に
貢
献
す

る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
の
で
は
な
い

う
大
き
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必

要
で
し
ょ
う
か
。

岡
本
：
国
立
大
学
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い

と
い
う
実
態
が
あ
る
中
で
、
フ
ァ
ン
ド
の
充

実
は
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
ど
う
い
う
協
力
が
で
き
る
か
を
我
々

も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
前

提
と
し
て
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
組
を
よ

り
明
確
に
し
て
、
そ
の
広
報
を
充
実
さ
せ
て

い
く
こ
と
、
そ
れ
が
長
い
目
で
見
て
、
フ
ァ

ン
ド
の
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
ら
か
の
形
で
大
学

に
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
卒
業
生
は

非
常
に
多
く
い
ま
す
。
そ
う
し
た
方
々
が
、

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
太

い
柱
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

蓼
沼
：
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
、
中
長
期
的

な
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
性
を
示
す
こ

と
で
初
め
て
フ
ァ
ン
ド
に
対
す
る
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
学

長
と
し
て
大
学
が
ど
う
い
う
こ
と
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
う
こ
と
で
貢

献
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
広
く
社
会

に
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
税
制
面
の
話
で
す
が
、
２
０
１
６

年
度
の
税
制
改
正
で
、
個
人
の
国
立
大
学
へ

の
寄
付
に
新
た
な
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
経
済
的
理
由
で
修
学
困
難
な
学
生

を
支
援
す
る
事
業
へ
の
個
人
寄
付
に
税
額

控
除
が
導
入
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
学

も
こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

蓼沼 宏一（たでぬま こういち）

一橋大学長。国立市生まれ。専門は社会的選択理論、厚生経済学。

一橋大学大学院経済学研究科修士課程修了後、米国ロチェスター

大学大学院に留学し博士号取得。一橋大学経済学部講師、助教授、

同経済学研究科教授、研究科長などを経て、2014年大学長に就任。

岡本 毅 (おかもと つよし)

如水会理事長、東京ガス取締役会長、日本経団連副会長。1947年京

都市生まれ。都立青山高等学校、一橋大学経済学部卒業後、東京ガスに

入社。同社北部事業本部副本部長、文書部長、取締役常務執行役員企画

本部長、代表取締役副社長などを経て、2010年同社代表取締役社長

に就任。地域密着型営業体制を推進。2014年取締役会長に就任後、

2015年如水会理事長及び一橋大学理事、日本経団連副会長、日本ガ

ス協会会長、ゆうちょ銀行取締役などを務める。

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

岡
本
：
大
変
良
い
制
度
改
正
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
の
税
額
控
除
の
特
色
は
広
く
浅

く
、
対
象
を
拡
大
し
て
募
る
こ
と
が
目
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
金
額
は
少

な
く
て
も
よ
り
多
く
の
人
に
寄
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
総
額
の
増
加
、
学
生
支
援

の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
日
本
の
社
会
に
お
け
る
寄
付
文
化

の
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う

し
、
そ
れ
が
醸
成
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
広
範

な
寄
付
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
、
非
常
に
良

い
循
環
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

蓼
沼
：
全
く
同
感
で
す
。
日
本
に
寄
付
文
化

を
醸
成
し
て
い
く
た
め
に
、
今
回
の
税
制
改

正
は
非
常
に
重
要
な
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
こ
の
枠
が
外
さ
れ
る
方
向
に
進
ん
で
い

く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
通
じ
て

特
定
の
事
業
に
対
す
る
寄
付
だ
け
で
な
く

て
、
国
立
大
学
の
教
育
研
究
の
基
盤
を
支
え

る
と
い
う
こ
と
へ
の
理
解
が
社
会
に
広
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
た

だ
「
寄
付
を
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
も
響
か

な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
国
立
大
学
が
研
究
と

教
育
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
の
か
を
常
に
示
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

蓼
沼
：
岡
本
理
事
長
は
一
橋
大
学
の
理
事
、

育
成
を
密
接
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
間
を
洞
察
し

て
社
会
を
捉
え
る
、
い
わ
ゆ
る
俯
瞰
力
が
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
最
も
必
要

な
力
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
科
学
技
術
の

急
速
な
発
展
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
社
会
に
生
か
す
た
め
の
教
育
や
研
究

が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
時

代
に
社
会
科
学
系
大
学
の
役
割
を
し
っ
か

り
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
本
：
人
文
・
社
会
科
学
系
に
限
ら
ず
幅
広

い
教
養
を
身
に
付
け
、
同
時
に
各
専
門
分
野

で
深
く
突
き
詰
め
た
研
究
を
行
う
。
そ
う
し

た
学
問
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
自
分
の
考

え
る
力
を
鍛
え
上
げ
、
そ
れ
を
的
確
に
発
信

す
る
力
を
身
に
付
け
る
。
さ
ら
に
そ
れ
に
対

す
る
レ
ス
ポ
ン
ス
を
受
け
て
、
自
ら
の
も
の

と
し
て
進
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
う
い
う
こ
と

が
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
知
的
な
活
動
だ
と

思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
知
的
活
動
が
で
き

る
人
が
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
文

系
・
理
系
と
い
う
、
狭
い
区
分
に
捉
わ
れ
ず
、

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
大
学
の
使
命
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
一
橋
大
学
は
、
そ
れ
に
十
分
応

え
ら
れ
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
非
常
に
期
待
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

蓼
沼
：
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
忙
し
い

中
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
組
を

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で

寄
付
の
拡
大
に
つ
な
げ
る

地
球
規
模
の
課
題
を

分
野
横
断
の
発
想
で
解
決
で
き
る

人
材
育
成
に
期
待
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「
研
究
者
と
社
会
」で
の

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

大
講
堂
で
の
ゲ
ス
ト
の

講
義
に
聞
き
入
る
学
生
た
ち
。

ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
食
事
会
で
の
黒
膳
メ
ニ
ュ
ー
。

　神奈川県三浦半島に本部を置く総合研究大学

院大学は、全国各地の大学共同利用機関法人

等を基盤にした、学部を持たない大学院だけの

大学。天文台や加速器など、ここにしかない大

型研究施設、博物館の膨大な資料などに囲まれ、

多様な分野の最先端研究を行い、次世代を切り

開く多くの研究者を輩出してきた。

　同大学では、新入生を対象にしたフレッシュ

マンコースの中に、文系理系を問わず、研究活

動と社会との様々な関係を学ぶ科目「研究者と

社会」を設置。研究倫理教育にとどまらず、研

究者とは何か、研究を支えている社会的インフ

ラは何なのかを考察することで、高い専門性と

広い視野を持った一流の研究者を養成する。

全
国
の
大
学
共
同
利
用
機
関
等
を
基
盤
に

一
流
の
研
究
者
を
養
成
す
る
大
学
院
大
学

島
根
大
学豊

橋
技
術
科
学
大
学

　島根大学では、古事記編纂1300年を契機に、

地域文化の拠点となる「古代出雲文化」をキーワー

ドとした教育・研究に取り組んでいる。日本文化の

ルーツといわれる古代出雲文化には、現代科学で

も解明できない謎や技術が隠されていて、『出雲国

風土記』の冒頭で壮大なスケールで語られる「国引

き神話」は、物語として見過ごせない地形や地名

の合致を多数見ることができる。

　同大学ではこうした古代出雲の歴史・文化、地質

学、考古学、文献史学などの研究成果を紹介する

「古代出雲文化フォーラム」を、2012年からこれ

まで4回、毎年3月に東京、広島、大阪、福岡で開催。

参加者から「興味深い話を聞き、出雲地方に行って

みたくなった」など好評を得ている。今年度は「『出

雲国風土記』と古代の道」をテーマに、2017年3

月19日に東京で開催する予定だ。

　帯広畜産大学では2015年10月、馬・牛など大動物の手術に特化し

た最先端設備を持つ手術室・処置室と、CT・MRIなど高度な診療機器

を備えた「産業動物臨床棟」が竣工。これにより臨床検査、病理検査、

毒性検査を一連の流れで教育できる「動物・食品検査診断センター」と

「病態診断棟」、動物福祉に配慮した「産業動物飼育棟」、各施設を

結ぶ渡り廊下など、獣医学教育における産業動物臨床研究の一大拠

点となる産業動物臨床施設群が完成した。2016年9月には宿泊研

修施設の改修も終え、今後、北海道大学との共同獣医学課程や留学

生との交流で実習を行う際に活用される。

　同大学はこうして国際的・社会的なリーダーとして活躍する獣医師

の養成環境を整備し、今後も日本の獣医学教育の水準向上を図り、

国際評価の高い「欧州獣医学教育認証」の取得を目指す。

獣医学教育の一大拠点
産業動物臨床施設群が完成！

開学40周年を機に大学が挑む
“世界に開かれた技術科学”

日本文化のルーツを探る
研究成果を全国に発信!

「古代出雲文化フォーラム」

宮澤賢治生誕120年記念で賑わう
「農学部附属農業教育資料館」

京 都 大 学

鹿 児 島 大 学

東京工業大学 　2016年10月、開学40周年を迎えた豊橋技術科学大

学。技術を支える科学の探究を通じて技術の開拓や進

化を目指す技術科学の教育・研究を使命として、多くの

技術者・研究者を世に送り出し社会に貢献してきた。

　同大学は40周年を機に、その実績と特色を生かし

ながら、“世界に開かれた技術科学”をテーマに、産学

連携・社会連携に関する事業、学生支援の充実に関す

る事業、機能強化に向けた重点プロジェクトの推進

の３つを柱とする新たな事業を計画。学生支援として、

グローバル社会での活躍を目指す日本人と外国人留学

生が一緒に生活するシェアハウス型学生宿舎の建設や

附属図書館の改修により、多文化共生エリアをつくり

出し、キャンパスのグローバル化を図る。開学以来の

使命を忘れることなく、地域に活気をもたらし、世界

に開かれたトップクラスの工科系大学を目指す。

　鹿児島大学では、医学部、農学部、水産学部などの教員に学

外の研究者も加わって、高機能食材の探求とメニューの開発を

進めている。黒豚、黒酢、黒糖など鹿児島を代表する「黒の食材」

と、黒、赤、紫の色素が豊富な鹿児島の「黒野菜」。これらの機

能性を分析し、健康になる食事を提案するプロジェクトが「黒膳

研究会」だ。同大学では「黒膳」「薩摩黒膳」の名称を商標登録し、

業者と提携して「黒膳弁当」の販売を開始。また地元ホテルと共

同でパネルディスカッションと食事会をセットにしたイベントを

開催。約400名の参加者が鹿児島の食材の魅力を堪能し、黒

膳研究会の活動を市民に知ってもらう好機となった。

　研究会の目標は鹿児島の食材の機能性を評価し、地域経済の

活性化に寄与すること。研究を進めるとともに、自治体や企業

と連携して情報発信も強化していく。

　東京工業大学では、2016年４月から「リベラルアーツ研

究教育院」を設置し、教養教育を刷新。学士課程から博士

後期課程まで連動する教養教育を通じて、社会性と人間性

を兼ね備えた真のリーダー育成を目指す。その登竜門とな

るのが「東工大立志プロジェクト」。学士課程1年目の全員が

受講し、大学での学びに向けた自己発見と動機づけを行う。

様々な分野の第一人者による講義で刺激を受けた後、少人

数のグループワークで論点を掘り下げる。自らの考えを述

べ、他者の意見を聞くことを通してコミュニケーション能力

を高めることも狙う。

　充実した教養科目群を学修し、学士課程3年目後期には

「教養卒論」に取り組む。同大学の新たなリベラルアーツ教

育の成果が注目される。

新
時
代
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育

「
東
工
大
立
志
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「探検！京都大学」モバイル版のゲーム画像。完成した「産業動物臨床棟」。

「
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘
」

模
型
に
描
か
れ
た

出
雲
国
庁
と
古
代
道
路
。

帯 広 畜 産 大 学

総 合 研 究 大 学 院 大 学

岩
手
大
学

　宮澤賢治生誕120年を迎えた今年、賢治が

1915年から5年間通った盛岡高等農林学校の本

館である現「岩手大学農学部附属農業教育資料館」

を、多くの賢治ファンが訪れている。賢治はここ

に本科生及び研究生として在籍し、関豊太郎教授

のもと地質、土壌学を専攻。在学中、学生寮の同

級生とともに文芸同好会「アザリア」を結成し、文

学作品の創作にも励んだ。生誕120年記念事業「リ

バイバル賢治」では、常設の賢治関連資料に加え、

卒業論文の展示や賢治の弟・清六さんの孫である

宮澤和樹氏による講演会も開催された。

　明治期の国立専門学校の中心施設として現存す

る数少ない遺構の１つであり、国の重要文化財に

指定されている農業教育資料館。賢治が青春時代

を過ごした校舎は、賢治に思いをはせながら、イー

ハトーヴの風を肌で感じられる場所となっている。

D
isco

v
ery

 N
atio

n
al U

n
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ersities
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大
学
の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
を
紹
介
す
る
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト

「
探
検
！
京
都
大
学
」モ
バ
イ
ル
版

産
学
官
連
携
で
鹿
児
島
の
食
文
化
の
発
信
を
目
指
す

「
黒
膳
研
究
会
」

　「京大おもろい化」計画を掲げる京都大学で

は、「主体的に仕掛けるブランド戦略」の一環とし

て、中高生向けに、同大学の魅力を紹介するゲー

ム型サイト「探検！京都大学」モバイル版を開設。

ゲームを通して学内のユニークな研究内容や研

究者の素顔など、ディープな京大ワールドを紹

介する。また、“多少遠回りをしても色んな発想

に出合うことが、ひらめきや発明につながる”と

いう同大学ならではの「回り道」精神の研究スタ

イルを、「めんどくさい」というフレーズで表現し、

それが「楽しい」と思える体験を提供する。

　斬新なアプローチにより、大学のブランドイ

メージへの共感を得て、偏差値だけではない優

秀な人材の獲得につなげることを狙う。

グローバル学生宿舎の完成イメージ図。

農業教育資料館とその前に建つ宮沢賢治像。



参加した高山さん（左）と加崎さん。

　

高
知
大
学
医
学
部
６
年
の
狩

野
拓
也
さ
ん
は
、
デ
フ
バ
レ
ー

（
聴
覚
障
が
い
者
に
よ
る
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
の
日
本
代
表
選

手
に
選
ば
れ
、
２
０
１
６
年
７

月
に
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ
れ
た

世
界
選
手
権
に
主
将
と
し
て
出
場
。
サ

イ
ド
ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
出

場
８
カ
国
中
６
位
の
成
績
を
収
め
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
２
０
１
７
年
に
ト
ル

コ
で
行
わ
れ
る
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
＊
）

の
出
場
候
補
と
な
っ
た
。

　

生
ま
れ
つ
き
聴
覚
が
弱
く
補
聴
器
を

付
け
て
い
た
狩
野
さ
ん
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
だ
っ
た
い
と
こ
の
影
響
で
中

学
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
る
。
中

学
、
高
校
、
大
学
と
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
活

躍
し
、
大
学
４
年
の
時
に
デ
フ
バ
レ
ー

と
出
合
う
。
デ
フ
バ
レ
ー
の
ル
ー
ル
は

一
般
と
変
わ
ら
な
い
が
、
試
合
中
は
補

聴
器
の
着
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
チ
ー
ム

メ
イ
ト
の
声
、
審
判
の
笛
の
音
な
ど
一

切
聞
こ
え
な
い
静
寂
の
中
で
プ
レ
ー
が

行
わ
れ
る
。
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
実
感

し
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
分
か
ち
合
う
こ

と
で
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
絆
が
深
ま
っ

た
と
い
う
。
ま
た
、
デ
フ
バ
レ
ー
に
取

り
組
む
中
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
対
す
る

意
識
も
変
わ
り
、
高
知
県
の
国
体
チ
ー

ム
の
主
力
選
手
に
も
選
ば
れ
た
。

　

合
宿
や
国
体
チ
ー
ム
の
練
習
に
参
加

す
る
一
方
、
放
射
線
科
医
を
目
指
し
、

国
家
試
験
に
向
け
て
勉
学
に
励
ん
で
い

る
狩
野
さ
ん
。「
デ
フ
バ
レ
ー
で
世
界
中

の
人
や
難
聴
者
と
出
会
え
た
こ
と
は
、

プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。
何
事
も
逃
げ
ず
に

全
力
で
集
中
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
笑
顔
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
へ
の
思
い
を

語
っ
て
く
れ
た
。

　

九
州
大
学
ヨ
ッ
ト
部
の
高
山
達

矢
・
加
崎
健
太
朗
組
は
、
２
０
１
６

年
６
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た W

estern 
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pionship

（
ス
ナ
イ
プ
西
半

球
選
手
権
）
に
出
場
。
参
加
艇
37
艇
中

13
位
、
日
本
人
選
手
の
艇
で
は
８
艇
中

１
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
た
。

　

出
場
し
た
高
山
さ
ん
（
経
済
学
部
３

年
）
と
加
崎
さ
ん
（
工
学
部
３
年
）
は
、

「
今
回
の
西
半
球
選
手
権
に
は
、
九
大

ヨ
ッ
ト
部
で
培
っ
た
力
が
世
界
で
ど
れ

ほ
ど
通
用
す
る
の
か
と
い
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
で
参
加
し
ま
し
た
。レ
ー
ス
で

は
海
外
の
選
手
と
比
べ
、
ス
タ
ー
ト
技

術
や
風
上
に
向
か
う
走
り
の
技
術
が

劣
っ
て
い
て
、
更
な
る
練
習
の
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
が
、
九
大
ヨ
ッ
ト
部
が

徹
底
し
て
練
習
し
て
い
た
風
下
に
向
か

う
走
り
の
技
術
は
世
界
レ
ベ
ル
に
全
く

引
け
を
取
っ
て
お
ら
ず
、
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
し
た
。こ
の
遠
征
で
得
た
経

験
は
、
私
た
ち
を
セ
ー
ラ
ー
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
人
と
し
て
も
大
き
く
成
長

さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」と
喜
び

と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

２
０
１
６
年
７
月
に
開
催
さ
れ
た
第

55
回
全
国
七
大
学
総
合
体
育
大
会
で
は
、

ス
ナ
イ
プ
級
、
４
７
０
級
の
２
種
目
と

も
に
1
位
で
総
合
優
勝
を
果
た
し
、
7

連
覇
を
達
成
し
た
。

　

ゴ
ム
製
の
ボ
ー
ト
で
激
流
を
下
る
速

さ
や
正
確
性
な
ど
を
競
う
レ
ー
ス
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
。
新
潟
大
学
探
検
部
は
、

２
０
１
６
年
４
月
、
日
本
代
表
チ
ー
ム

選
考
会
を
兼
ね
た
全
日
本
レ
ー
ス
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
に
出
場
し
、
男

子
が
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
で
優
勝
、
女
子
も

日
本
代
表
出
場
条
件
を
満
た
し
た
た
め
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
開
催
さ
れ
る
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
世
界
大
会
U
23
部
門
の
出

場
権
を
男
女
で
獲
得
し
た
。

　

出
場
メ
ン
バ
ー
は
大
学
か
ら
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
学
生
ば
か
り
。
パ

ド
ル
や
ボ
ー
ト
の
操
作
技
術
を
鍛
え

る
な
ど
、
競
技
種
目
を
想
定
し
た
メ

ニ
ュ
ー
を
考
案
す
る
ほ
か
、
実
際
の

レ
ー
ス
を
録
画
し
た
り
海
外
の
レ
ー
ス

映
像
を
見
た
り
と
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の

研
究
や
日
々
の
練
習
に
励
ん
だ
。

　

選
手
た
ち
の
得
意
種
目
は
「
ス
ラ

ロ
ー
ム
」。
川
の
流
れ
を
利
用
し
な
が

ら
ゲ
ー
ト
通
過
の
タ
イ
ム
を
競
う
た
め
、

流
れ
を
読
む
知
性
と
高
い
パ
ド
ル
操
作

能
力
が
要
求
さ
れ
る
。「
抜
群
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
ゲ
ー
ト
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

ど
の
チ
ー
ム
よ
り
も
練
習
を
積
ん
で
き

た
の
で
絶
対
負
け
な
い
」と
力
強
く
語

る
語
る
の
は
男
子
チ
ー
ム
の
代
表
、
阿

部
悠
亮
さ
ん（
工
学
部
3
年
）。ま
た
部

長
の
鈴
木
雅
史
さ
ん（
法
学
部
3
年
）は
、

「
練
習
方
法
や
動
き
の
確
認
な
ど
部
員

同
士
が
徹
底
し
て
話
し
合
う
た
め
、
円

滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
鍛

え
ら
れ
る
」
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

を
分
析
す
る
。一
方
女
子
も
２
０
１
４

年
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
世
界
大
会
で
、
ダ
ウ

ン
リ
バ
ー
（
5
キ
ロ
以
上
の
長
距
離

コ
ー
ス
）
の
金
メ
ダ
ル
に
輝
く
な
ど
総

合
3
位
の
成
績
を
残
し
、
女
子
チ
ー
ム

の
土
屋
香
織
さ
ん
（
理
学
部
2
年
）
は
、

「
先
輩
た
ち
を
目
指
し
て
メ
ダ
ル
を
獲

り
に
行
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

こ
う
し
て
挑
ん
だ
11
月
の
世
界
大
会
。

男
子
は
残
念
な
が
ら
総
合
７
位
と
メ
ダ

ル
を
逃
す
結
果
と
な
っ
た
が
、
女
子
は

総
合
３
位
を
獲
得
し
た
。
レ
ー
ス
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
競
技
を
通
じ
て
互
い

を
認
め
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
探
検
部

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
次
の
世
界
大
会
は

日
本
で
開
催
。
世
界
の
強
豪
を
相
手
に
、

今
後
は
全
種
目
ト
ッ
プ
を
狙
う
。

　

２
０
１
６
年
イ
タ
リ
ア
で
開
催
さ
れ

た
第
１
回
ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ユ
ー

ス
世
界
選
手
権「
グ
ラ
ン
サ
ッ
ソ
・
ス
カ

イ
レ
ー
ス
」で
準
優
勝
し
た
旭
川
医
科

大
学
医
学
部
医
学
科
4
年
の
高
村
貴
子

さ
ん
。
ス
カ
イ
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
標
高

２
０
０
０
m
以
上
の
急
峻
な
山
岳
を
駆

け
る
ス
ピ
ー
ド
登
山
の
進
化
系
ス
ポ
ー

ツ
。
フ
ィ
ー
ル
ド
の
多
く
が
テ
ク
ニ
カ

ル
な
岩
場
で
、
時
に
は
雪
上
や
氷
河
の

上
も
走
る
。
高
村
さ
ん
は
初
日
の
V
K

レ
ー
ス(

距
離
3.5
㎞
標
高
差
１
０
０
０

m)

で
は
緊
張
の
た
め
力
を
出
し
切

れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
次
の
S
K
Y

レ
ー
ス（
距
離
21.

６
㎞
、
累
積
標
高
差

２
２
０
０
m
）
で
は
平
常
心
で
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
で
き
、
欧
州
の
強
豪
選

手
を
抑
え
、
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

高
村
さ
ん
が
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

競
技
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
所
属
し

て
い
た
ス
キ
ー
部
の
体
力
強
化
で
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
た
時
、
先
輩

に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
初
出

場
の
大
会
で
は
低
血
糖
状
態
に
な
り
な

が
ら
も
、
周
り
の
応
援
の
声
に
助
け
ら

れ
て
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

後
、
白
馬
国
際
ト
レ
イ
ル
ラ
ン（
50
㎞
、

累
積
標
高
差
２
８
４
１
ｍ
）、ZA

O
 

SK
Y

R
U

N
N

IN
G

日
本
選
手
権
（
22

㎞
、
累
積
標
高
差
１
４
５
０
ｍ
）
で
優

勝
。
今
年
の
目
標
だ
っ
た
日
本
山
岳
耐

久
レ
ー
ス
（
71
・
５
㎞
、
累
積
標
高
差

４
５
８
２
ｍ
）で
も
優
勝
を
果
た
し
た
。

「
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
は
指
導
者

が
い
な
い
た
め
、
本
を
読
ん
だ
り
ベ
テ

ラ
ン
選
手
の
走
り
方
を
参
考
に
試
行
錯

誤
の
連
続
で
す
。
他
の
選
手
は
ラ
イ
バ

ル
で
す
が
、
仲
の
良
い
仲
間
で
も
あ
り

ま
す
。
山
や
森
を
駆
け
抜
け
る
楽
し
さ

を
満
喫
し
な
が
ら
、
危
険
を
見
極
め
る

能
力
と
自
己
の
身
体
能
力
を
養
い
、
心

身
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
競

技
の
最
大
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
」と

語
る
高
村
さ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
と
身
体
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
人
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
を
目
指
し
、
日
々
勉

強
に
励
む
。

＊
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
他
の
障
が
い
に
比
べ

身
体
能
力
が
高
い
な
ど
の
理
由
で
聴
覚
障

が
い
者
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
参
加
が

認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
国
際
ろ
う
者

ス
ポ
ー
ツ
委
員
会
が
４
年
ご
と
に
主
催
す

る
聴
覚
障
が
い
者
の
国
際
競
技
大
会
。

高知大学／
狩野拓也さん

九
州
大
学
ヨ
ッ
ト
部
が
世
界
選
手
権
で
好
成
績
！

デ
フ
バ
レ
ー
日
本
代
表
チ
ー
ム
主
将
と
し
て

世
界
選
手
権
に
出
場
！

九
州
大
学
／

ヨ
ッ
ト
部 

高
山
・
加
崎
組

スカイランニング・ユース
世界選手権で準優勝！

旭川医科大学／
高村貴子さん

レースラフティングで
世界に挑む探検部。
新潟大学／探検部イタリア半島最高峰の山塊グランサッソに挑む高村さん。

激流に挑む男子チーム（写真：日本レースラフティング協会）。

デフバレー国際試合でアタックする狩野さん。

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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